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保
育
料
、
学
校
給
食
費
の

25
年
度
の
滞
納
額
は
約
３
５

６
１
万
円
。
悪
質
な
滞
納
に

対
し
、
児
童
手
当
か
ら
の
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
制
度
を

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

　
市
長※

　
保
育
料
に
つ
い

て
は
、
再
三
に
わ
た
る
催
告

に
応
じ
な
い
、
分
納
誓
約
を

反
古
に
す
る
な
ど
の
場
合
は
、

児
童
手
当
支
給
の
主
旨
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
一
定
の
基

準
を
設
け
、
特
別
徴
収
制
度

の
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
は
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

他
市
の
実
施
状
況
等
を
調
査

研
究
し
、
公
平
公
正
の
観
点

か
ら
も
、
収
納
率
向
上
に
向

け
、
滞
納
対
策
を
一
層
充
実

し
て
い
き
た
い
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

　
子
供
達
の
放
課
後
の
活
動

　
児
童
手
当
で
滞
納
対
策

質問 質問 質問

問答

明
ヶ
戸
　
亮
　
太

悪
質
な
滞
納
に
特
別
徴
収
を
！ 1

　
徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年

の
節
目
に
あ
た
り
、
民
間
主

導
で
行
う
よ
う
な
事
業
へ
の

支
援
・
協
力
を
積
極
的
に
行

っ
て
頂
き
た
い
が
。

　
市
長※

　
本
市
と
し
て
は
、

徳
川
家
康
と
川
越
と
の
関
係

性
や
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、

公
益
社
団
法
人
小
江
戸
川
越

観
光
協
会
及
び
川
越
商
工
会

議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
検

討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
民
間
に
お
い
て
も
、
様
々

な
企
画
が
立
案
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
本
市

と
し
て
も
民
間
の
関
係
機
関

と
積
極
的
に
連
携
協
力
し
て

い
き
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、
川
越
の
魅
力
を
広

め
て
い
き
た
い
。

　
徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年

　
血
管
年
齢
測
定
器
の
導
入

質問 質問

　
河
越
流
鏑
馬
が
実
施
さ
れ

る
国
指
定
河
越
館
跡
史
跡
公

園
に
は
市
民
や
観
光
客
が
史

跡
を
更
に
理
解
で
き
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
を
早
期
に
建
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

　
教
育
総
務
部
長
　
国
指
定

史
跡
河
越
館
跡
は
３
期
に
分

け
て
の
整
備
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
第
１
期
整
備
に
よ
り

国
指
定
史
跡
河
越
館
跡
史
跡

公
園
と
し
て
供
用
を
開
始
し

た
。
史
跡
を
広
く
周
知
し
理

解
を
深
め
る
た
め
に
河
越
流

鏑
馬
を
開
催
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
高
ま
っ
た
来
園

者
の
興
味
関
心
を
よ
り
深
め

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
今
後
の
整
備
計
画

の
中
で
、
出
土
品
等
を
展
示

し
歴
史
や
史
跡
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
の
建
設
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
河
越
館
跡
と
河
越
流
鏑
馬

質問

　
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
と
の

相
互
の
役
割
分
担
を
考
え
、

川
越
市
の
発
展
を
視
野
に
慎

重
な
議
論
が
必
要
と
考
え
る

が
今
後
事
業
案
作
成
に
あ
た

り
市
と
し
て
の
見
識
を
伺
う

　
都
市
計
画
部
長
　
市
有
地

の
利
活
用
を
検
討
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
市
有
地
だ
け
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
西
口

地
区
を
含
む
川
越
市
全
体
を

捉
え
て
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
の

役
割
や
機
能
な
ど
を
考
慮
に

入
れ
な
が
ら
、
庁
内
検
討
を

進
め
て
き
た
。

　
基
本
的
に
は
、
ウ
ェ
ス
タ

川
越
に
導
入
さ
れ
る
機
能
と

互
い
に
補
完
し
合
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
機
能
が

相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
整
備
し
て
、
西
口
地
区
全

体
の
魅
力
や
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
川
越
駅
西
口
市
有
地
活
用

質問

　
高
齢
者
が
介
護
施
設
等
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
際
に
、
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら

れ
、
現
金
な
ど
に
還
元
で
き

る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
市
長
　
元
気
な
高
齢
者
が

地
域
や
社
会
へ
参
加
し
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な

施
策
を
介
護
保
険
事
業
計
画

等
審
議
会
で
、
現
在
審
議
し

て
い
る
。
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
、
高
齢
者
が

介
護
施
設
な
ど
で
介
護
支
援

を
通
じ
て
活
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
身
の
介
護
予
防
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
本
制
度
は
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
の
事
業
と
し

て
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
の
で
、
同
審
議
会
の
意
見

も
伺
い
本
市
の
実
情
に
沿
っ

た
制
度
と
す
べ
く
、
実
施
に

向
け
て
検
討
す
る
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

質問小
野
澤
　
康
　
弘

河
越
館
跡
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設 5

近
　
藤
　
芳
　
宏

高
齢
者
の
社
会
参
加
推
進
を
！ 4

問答

問答

問答

問答

荻
　
窪
　
利
　
充

市
全
体
活
性
化
に
向
け
検
討
を 2

加
　
藤
　
　
　
昇

家
康
没
後
４
０
０
年
の
事
業
を 3

市政に関する 一般質問一般質問

問

今定例会では、19名の議員が一般質問を行いました。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
２
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
３
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

　
務
局
／
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録
の閲覧 　

答
弁
者
※

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
通
告
事
項
の
要
約

○
○
○
○
○
○
○
○
○

答

質問

（答弁の要約）
※印の付いた答弁は
複数の答弁者の発言
をまとめたものです。

会 

派 

名
　
議 

員 

氏 

名

一
般
質
問
の
表
題質問の

順　番

（質問の要約）

　
今
年
度
内
に
地
域
会
議
は

設
置
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

地
域
会
議
を
実
り
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
か
。

　
市
民
部
長
　
研
修
の
一
環

と
し
て
、
地
域
会
議
の
構
成

員
を
は
じ
め
、
市
民
も
参
加

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
講
演
会
を
今
年
度
末
の
３

月
に
２
回
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
他
に
、
先
行
し
て
同

様
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
他

市
の
組
織
の
会
長
等
を
招
い

た
研
修
会
等
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
会
議
の
代
表

者
等
が
一
堂
に
会
す
る
会
議

等
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
地
域
会
議

　
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

質問 質問

問答 　
平
成
３
年
４
月
に
地
方
自

治
法
が
改
定
さ
れ
た
。
自
治

会
の
法
人
化
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
な
ぜ
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の

背
景
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
市
民
部
長
　
こ
れ
ま
で
自

治
会
は
、
法
人
格
の
な
い
団

体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

団
体
名
義
で
は
不
動
産
登
記

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
不
動
産
等
の
資
産
を
保

有
し
て
い
る
自
治
会
は
、
個

人
名
義
や
共
有
名
義
で
登
記

を
行
っ
て
い
た
の
で
、
名
義

人
の
転
居
等
に
よ
り
、
名
義

変
更
や
相
続
等
の
問
題
が
生

じ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
一
定
の
手
続
き

の
も
と
に
、
自
治
会
が
地
縁

に
よ
る
団
体
と
し
て
法
人
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
新
し
い
予
防
接
種

　
自
治
会
の
法
人
化

質問 質問

問答

倉
　
嶋
　
美
恵
子

地
域
会
議
を
実
り
あ
る
も
の
に

7

牛
　
窪
　
多
喜
男

自
治
会
の
法
人
化

6

　
市
街
化
区
域
で
の
雨
水
管

渠
の
整
備
率
は
約
54
％
。
高

階
地
区
の
雨
水
処
理
整
備
率

は
30
％
で
あ
る
。
高
階
地
区

の
今
後
の
浸
水
対
策
は
ど
の

よ
う
な
整
備
計
画
か
。

　
事
業
推
進
部
長
　
高
階
地

区
の
今
後
の
浸
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
新
河
岸
駅
周
辺
地

区
、
地
区
整
備
計
画
に
対
応

し
た
雨
水
整
備
計
画
と
し
て
、

雨
水
管
、
雨
水
貯
留
管
の
築

造
及
び
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
ポ

ン
プ
増
設
を
行
う
計
画
で
あ

る
。
ま
た
、
寺
尾
、
藤
間
及

び
稲
荷
町
周
辺
の
浸
水
対
策

と
し
て
、
江
川
１
号
雨
水
幹

線
の
整
備
に
つ
い
て
、
東
武

東
上
線
高
架
下
が
狭
小
で
あ

る
こ
と
か
ら
一
時
中
断
し
て

い
る
が
、
関
係
部
署
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
工
事
実
施

に
向
け
た
検
討
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
内
水
対
策

　
川
越
も
の
づ
く
り

質問 質問

　
財
政
上
、
運
用
上
の
課
題
、

導
入
に
あ
た
っ
て
の
組
織
体

制
づ
く
り
の
課
題
等
を
ひ
と

つ
ず
つ
乗
り
越
え
な
が
ら
、

エ
ア
コ
ン
導
入
に
着
手
す
る

時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
市
長
　
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
導
入
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
財
政
上
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
導
入
手
法
、

導
入
機
器
な
ど
に
つ
い
て
、

鋭
意
検
討
し
て
き
た
。

　
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
は
、

財
政
上
の
問
題
が
重
要
で
あ

る
が
、
綿
密
な
計
画
も
必
要

で
あ
る
。
対
象
小
中
学
校
の

調
査
、
導
入
手
法
、
エ
ア
コ

ン
機
器
の
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
検
討
、
導
入
ま
で
の
確
実

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
基
本
設
計
」
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
予
算
を
計
上
す
る
事
が
着

手
の
第
一
歩
と
考
え
る
。

　
（
仮
称
）
川
越
東
環
状
線

　
普
通
教
室
エ
ア
コ
ン
導
入

質問 質問

　
平
成
27
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」

を
活
用
し
て
、
市
民
活
動
団

体
等
に
、
支
援
育
成
を
図
る

の
か
。

　
市
民
部
長
　
「
ウ
エ
ス
タ

川
越
」
内
の
２
階
に
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
、
市
民
活
動

団
体
等
が
簡
単
な
打
合
せ
や

交
流
が
自
由
に
で
き
る
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
情
報
検
索
用
の
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
利
用
も
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
施
設
に
埼
玉
県

の
「
川
越
比
企
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
」
も
入
る
こ
と
か
ら
、

県
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、

市
民
活
動
団
体
等
に
向
け
て

情
報
発
信
等
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
支
援

　
学
校
給
食
費

質問 質問

　
農
業
で
一
番
の
課
題
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
基
盤
整
備
、
生

活
環
境
整
備
で
あ
る
が
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
す
る
の
か
伺
う
。

　
市
長
　
昨
年
度
、
川
越
市

農
業
振
興
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
地
産
地
消
の
推
進
、

生
産
量
拡
大
、
農
地
の
保
全

を
目
標
と
定
め
、
食
糧
の
安

定
供
給
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
対
応

と
流
通
の
多
様
化
、
環
境
と

共
生
し
た
持
続
可
能
な
農
業
、

農
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

整
備
等
の
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
農
業
の

仕
組
み
づ
く
り
の
為
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
農
家
が
安
定
し

た
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
川
越
市
農
業
振
興
計
画

に
基
づ
い
た
施
策
を
推
進
し

て
い
る
。

　
農
業
の
諸
課
題
へ
の
取
組

質問髙
　
橋
　
　
　
剛

エ
ア
コ
ン
導
入
着
手
の
時
期
は

11

三
　
上
　
喜
久
蔵

川
越
市
の
農
業
の
現
状

10

問答

問答

問答

問答

髙
　
梨
　
淑
　
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
拠
点
施
設 8

吉
　
野
　
郁
　
惠

無

所

属

や
ま
ぶ
き
会

公

明

党

や
ま
ぶ
き
会

自
由
民
主
党

や
ま
ぶ
き
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
ま
ぶ
き
会

や
ま
ぶ
き
会

や
ま
ぶ
き
会

高
階
の
浸
水
対
策
整
備
計
画
は 9
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保
育
料
、
学
校
給
食
費
の

25
年
度
の
滞
納
額
は
約
３
５

６
１
万
円
。
悪
質
な
滞
納
に

対
し
、
児
童
手
当
か
ら
の
天

引
き
（
特
別
徴
収
）
制
度
を

活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

　
市
長※

　
保
育
料
に
つ
い

て
は
、
再
三
に
わ
た
る
催
告

に
応
じ
な
い
、
分
納
誓
約
を

反
古
に
す
る
な
ど
の
場
合
は
、

児
童
手
当
支
給
の
主
旨
を
踏

ま
え
た
う
え
で
、
一
定
の
基

準
を
設
け
、
特
別
徴
収
制
度

の
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。 

　
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

児
童
手
当
か
ら
の
徴
収
は
有

効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、

他
市
の
実
施
状
況
等
を
調
査

研
究
し
、
公
平
公
正
の
観
点

か
ら
も
、
収
納
率
向
上
に
向

け
、
滞
納
対
策
を
一
層
充
実

し
て
い
き
た
い
。

　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
活
用

　
子
供
達
の
放
課
後
の
活
動

　
児
童
手
当
で
滞
納
対
策

質問 質問 質問

問答

明
ヶ
戸
　
亮
　
太

悪
質
な
滞
納
に
特
別
徴
収
を
！ 1

　
徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年

の
節
目
に
あ
た
り
、
民
間
主

導
で
行
う
よ
う
な
事
業
へ
の

支
援
・
協
力
を
積
極
的
に
行

っ
て
頂
き
た
い
が
。

　
市
長※

　
本
市
と
し
て
は
、

徳
川
家
康
と
川
越
と
の
関
係

性
や
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
、

公
益
社
団
法
人
小
江
戸
川
越

観
光
協
会
及
び
川
越
商
工
会

議
所
な
ど
の
関
係
機
関
と
検

討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
民
間
に
お
い
て
も
、
様
々

な
企
画
が
立
案
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
の
で
、
本
市

と
し
て
も
民
間
の
関
係
機
関

と
積
極
的
に
連
携
協
力
し
て

い
き
、
徳
川
家
ゆ
か
り
の
地

と
し
て
、
川
越
の
魅
力
を
広

め
て
い
き
た
い
。

　
徳
川
家
康
没
後
４
０
０
年

　
血
管
年
齢
測
定
器
の
導
入

質問 質問

　
河
越
流
鏑
馬
が
実
施
さ
れ

る
国
指
定
河
越
館
跡
史
跡
公

園
に
は
市
民
や
観
光
客
が
史

跡
を
更
に
理
解
で
き
る
ガ
イ

ダ
ン
ス
施
設
を
早
期
に
建
設

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

　
教
育
総
務
部
長
　
国
指
定

史
跡
河
越
館
跡
は
３
期
に
分

け
て
の
整
備
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
第
１
期
整
備
に
よ
り

国
指
定
史
跡
河
越
館
跡
史
跡

公
園
と
し
て
供
用
を
開
始
し

た
。
史
跡
を
広
く
周
知
し
理

解
を
深
め
る
た
め
に
河
越
流

鏑
馬
を
開
催
し
て
い
る
が
、

こ
れ
に
よ
り
高
ま
っ
た
来
園

者
の
興
味
関
心
を
よ
り
深
め

る
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。
今
後
の
整
備
計
画

の
中
で
、
出
土
品
等
を
展
示

し
歴
史
や
史
跡
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
の
建
設
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
河
越
館
跡
と
河
越
流
鏑
馬

質問

　
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」
と
の

相
互
の
役
割
分
担
を
考
え
、

川
越
市
の
発
展
を
視
野
に
慎

重
な
議
論
が
必
要
と
考
え
る

が
今
後
事
業
案
作
成
に
あ
た

り
市
と
し
て
の
見
識
を
伺
う

　
都
市
計
画
部
長
　
市
有
地

の
利
活
用
を
検
討
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
市
有
地
だ
け
を

考
え
る
の
で
は
な
く
、
西
口

地
区
を
含
む
川
越
市
全
体
を

捉
え
て
、
ウ
ェ
ス
タ
川
越
の

役
割
や
機
能
な
ど
を
考
慮
に

入
れ
な
が
ら
、
庁
内
検
討
を

進
め
て
き
た
。

　
基
本
的
に
は
、
ウ
ェ
ス
タ

川
越
に
導
入
さ
れ
る
機
能
と

互
い
に
補
完
し
合
っ
た
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
機
能
が

相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ

う
整
備
し
て
、
西
口
地
区
全

体
の
魅
力
や
活
性
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
川
越
駅
西
口
市
有
地
活
用

質問

　
高
齢
者
が
介
護
施
設
等
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

た
際
に
、
ポ
イ
ン
ト
が
得
ら

れ
、
現
金
な
ど
に
還
元
で
き

る
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
市
長
　
元
気
な
高
齢
者
が

地
域
や
社
会
へ
参
加
し
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な

施
策
を
介
護
保
険
事
業
計
画

等
審
議
会
で
、
現
在
審
議
し

て
い
る
。
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
は
、
高
齢
者
が

介
護
施
設
な
ど
で
介
護
支
援

を
通
じ
て
活
動
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
身
の
介
護
予
防
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
本
制
度
は
、
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
の
事
業
と
し

て
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え

る
の
で
、
同
審
議
会
の
意
見

も
伺
い
本
市
の
実
情
に
沿
っ

た
制
度
と
す
べ
く
、
実
施
に

向
け
て
検
討
す
る
。

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

質問小
野
澤
　
康
　
弘

河
越
館
跡
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設 5

近
　
藤
　
芳
　
宏

高
齢
者
の
社
会
参
加
推
進
を
！ 4

問答

問答

問答

問答

荻
　
窪
　
利
　
充

市
全
体
活
性
化
に
向
け
検
討
を 2

加
　
藤
　
　
　
昇

家
康
没
後
４
０
０
年
の
事
業
を 3

市政に関する 一般質問一般質問

問

今定例会では、19名の議員が一般質問を行いました。

【
今
定
例
会
の
会
議
録
】

　
図
書
館
等
で
は
２
月
下
旬
頃
〜

　
議
会
Ｈ
Ｐ
で
は
３
月
上
旬
頃
〜

　
閲
覧
で
き
ま
す
。

【
閲
覧
場
所
】

　
図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

　
務
局
／
情
報
公
開
窓
口
（
東
庁
舎
）

会議録
の閲覧 　

答
弁
者
※

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

　
通
告
事
項
の
要
約

○
○
○
○
○
○
○
○
○

答

質問

（答弁の要約）
※印の付いた答弁は
複数の答弁者の発言
をまとめたものです。

会 

派 

名
　
議 

員 

氏 

名

一
般
質
問
の
表
題質問の

順　番

（質問の要約）

　
今
年
度
内
に
地
域
会
議
は

設
置
さ
れ
る
予
定
と
聞
く
。

地
域
会
議
を
実
り
あ
る
も
の

と
す
る
た
め
に
今
後
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
考
え
て
い

る
か
。

　
市
民
部
長
　
研
修
の
一
環

と
し
て
、
地
域
会
議
の
構
成

員
を
は
じ
め
、
市
民
も
参
加

で
き
る
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
講
演
会
を
今
年
度
末
の
３

月
に
２
回
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
。
他
に
、
先
行
し
て
同

様
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
他

市
の
組
織
の
会
長
等
を
招
い

た
研
修
会
等
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
実
施
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
会
議
の
代
表

者
等
が
一
堂
に
会
す
る
会
議

等
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
現

在
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
地
域
会
議

　
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

質問 質問

問答 　
平
成
３
年
４
月
に
地
方
自

治
法
が
改
定
さ
れ
た
。
自
治

会
の
法
人
化
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
な
ぜ
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の

背
景
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
市
民
部
長
　
こ
れ
ま
で
自

治
会
は
、
法
人
格
の
な
い
団

体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、

団
体
名
義
で
は
不
動
産
登
記

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
不
動
産
等
の
資
産
を
保

有
し
て
い
る
自
治
会
は
、
個

人
名
義
や
共
有
名
義
で
登
記

を
行
っ
て
い
た
の
で
、
名
義

人
の
転
居
等
に
よ
り
、
名
義

変
更
や
相
続
等
の
問
題
が
生

じ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
一
定
の
手
続
き

の
も
と
に
、
自
治
会
が
地
縁

に
よ
る
団
体
と
し
て
法
人
格

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
新
し
い
予
防
接
種

　
自
治
会
の
法
人
化

質問 質問

問答

倉
　
嶋
　
美
恵
子

地
域
会
議
を
実
り
あ
る
も
の
に

7

牛
　
窪
　
多
喜
男

自
治
会
の
法
人
化

6

　
市
街
化
区
域
で
の
雨
水
管

渠
の
整
備
率
は
約
54
％
。
高

階
地
区
の
雨
水
処
理
整
備
率

は
30
％
で
あ
る
。
高
階
地
区

の
今
後
の
浸
水
対
策
は
ど
の

よ
う
な
整
備
計
画
か
。

　
事
業
推
進
部
長
　
高
階
地

区
の
今
後
の
浸
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
新
河
岸
駅
周
辺
地

区
、
地
区
整
備
計
画
に
対
応

し
た
雨
水
整
備
計
画
と
し
て
、

雨
水
管
、
雨
水
貯
留
管
の
築

造
及
び
雨
水
ポ
ン
プ
場
の
ポ

ン
プ
増
設
を
行
う
計
画
で
あ

る
。
ま
た
、
寺
尾
、
藤
間
及

び
稲
荷
町
周
辺
の
浸
水
対
策

と
し
て
、
江
川
１
号
雨
水
幹

線
の
整
備
に
つ
い
て
、
東
武

東
上
線
高
架
下
が
狭
小
で
あ

る
こ
と
か
ら
一
時
中
断
し
て

い
る
が
、
関
係
部
署
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
工
事
実
施

に
向
け
た
検
討
を
行
い
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
内
水
対
策

　
川
越
も
の
づ
く
り

質問 質問

　
財
政
上
、
運
用
上
の
課
題
、

導
入
に
あ
た
っ
て
の
組
織
体

制
づ
く
り
の
課
題
等
を
ひ
と

つ
ず
つ
乗
り
越
え
な
が
ら
、

エ
ア
コ
ン
導
入
に
着
手
す
る

時
期
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

　
市
長
　
普
通
教
室
へ
の
エ

ア
コ
ン
導
入
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
財
政
上
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
導
入
手
法
、

導
入
機
器
な
ど
に
つ
い
て
、

鋭
意
検
討
し
て
き
た
。

　
エ
ア
コ
ン
の
導
入
に
は
、

財
政
上
の
問
題
が
重
要
で
あ

る
が
、
綿
密
な
計
画
も
必
要

で
あ
る
。
対
象
小
中
学
校
の

調
査
、
導
入
手
法
、
エ
ア
コ

ン
機
器
の
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
検
討
、
導
入
ま
で
の
確
実

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
基
本
設
計
」
を

策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
予
算
を
計
上
す
る
事
が
着

手
の
第
一
歩
と
考
え
る
。

　
（
仮
称
）
川
越
東
環
状
線

　
普
通
教
室
エ
ア
コ
ン
導
入

質問 質問

　
平
成
27
年
４
月
に
オ
ー
プ

ン
す
る
「
ウ
ェ
ス
タ
川
越
」

を
活
用
し
て
、
市
民
活
動
団

体
等
に
、
支
援
育
成
を
図
る

の
か
。

　
市
民
部
長
　
「
ウ
エ
ス
タ

川
越
」
内
の
２
階
に
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
・
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
を
設
置
し
、
市
民
活
動

団
体
等
が
簡
単
な
打
合
せ
や

交
流
が
自
由
に
で
き
る
場
と

し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
情
報
検
索
用
の
パ

ソ
コ
ン
な
ど
の
利
用
も
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
当
施
設
に
埼
玉
県

の
「
川
越
比
企
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
」
も
入
る
こ
と
か
ら
、

県
と
の
情
報
共
有
を
図
り
、

市
民
活
動
団
体
等
に
向
け
て

情
報
発
信
等
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
支
援

　
学
校
給
食
費

質問 質問

　
農
業
で
一
番
の
課
題
は
、

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後

継
者
不
足
、
基
盤
整
備
、
生

活
環
境
整
備
で
あ
る
が
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

こ
う
と
す
る
の
か
伺
う
。

　
市
長
　
昨
年
度
、
川
越
市

農
業
振
興
計
画
の
見
直
し
を

行
い
、
地
産
地
消
の
推
進
、

生
産
量
拡
大
、
農
地
の
保
全

を
目
標
と
定
め
、
食
糧
の
安

定
供
給
、
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
対
応

と
流
通
の
多
様
化
、
環
境
と

共
生
し
た
持
続
可
能
な
農
業
、

農
業
基
盤
及
び
生
活
環
境
の

整
備
等
の
事
業
を
推
進
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
農
業
の

仕
組
み
づ
く
り
の
為
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。
農
家
が
安
定
し

た
農
業
経
営
を
継
続
で
き
る

よ
う
川
越
市
農
業
振
興
計
画

に
基
づ
い
た
施
策
を
推
進
し

て
い
る
。

　
農
業
の
諸
課
題
へ
の
取
組

質問髙
　
橋
　
　
　
剛

エ
ア
コ
ン
導
入
着
手
の
時
期
は

11

三
　
上
　
喜
久
蔵

川
越
市
の
農
業
の
現
状

10

問答

問答

問答

問答

髙
　
梨
　
淑
　
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
拠
点
施
設 8

吉
　
野
　
郁
　
惠

無

所

属

や
ま
ぶ
き
会

公

明

党

や
ま
ぶ
き
会

自
由
民
主
党

や
ま
ぶ
き
会

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
ま
ぶ
き
会

や
ま
ぶ
き
会

や
ま
ぶ
き
会

高
階
の
浸
水
対
策
整
備
計
画
は 9


